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生育深度を異にする褐藻の光合成特性本
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本来浅所に適応しているとみなされている緑藻に属しながらも深所に生育している種

は緑色光を白色光と同じ効率で光合成に利用しうること，また本来深所に適応していると

みなされている紅藻に属しながらも浅所に生育している種では逆に緑色光の利用効率が白

色光のそれよりもかなり低いことはすでに本誌に発表した1，2)。

海藻としての残る一つのグループである褐藻について，上記二群と同様に浅所生育種

と深所生育種における光合成速度と光の量および質との関係を調べた結果を報告する。

材料と方浪

藻体は採集後，大量の海水に浸した状態で20分以内に下回臨海実験所に持ち帰り，流

海水中に保ち， 1.....2時間以内に実験に供した。深所 (15m)での採集は Scuba潜水によっ

て行った。用いた材料は下記の通りである。

イ ロ ロ Ishigesinicola 潮間帯中部で採集

オオバ号 !I Sargassum ringgoldianum 低潮線で採集

ワ カ メ Undaria pinnatifida 低潮線で採集

アオワカメ Undaria peterseniana 低潮線下 15mで採集

光合成の測定は前二報1，2)と同じ検容計3)を用いた。光源としては幻灯機ズームキャ

ピシにコンドープロジzタジョンランプ KP8 1/2 (100 V・3ωW)を装模したものを用い

た。褐藻は清澄な外洋の海底の青色光に適応しているという報告4，5)があるのも今回は

白色光と緑色光の他に青色光による実験も行った。白色光は幻灯機の光をそのまま用い，

緑色光は硫酸ニッケル1モル溶液6mmの層を1.5mmのアタリル板2枚ではさんでつく
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Spectral transmittance curves of the五ltersused in 
the present work. 

ったフィルターにその白色光を透過させて得た。青色光のためには硫酸ニッケル溶液のか

わりに 0.8モル硫酸銅溶液を用いた。両フィルターの透過特性は Fig.1の通りであり，こ

れらと幻灯機とを組み合わせて得られた緑色光と育色光はそれぞれ沿岸部と外洋部の 10

m以深の光に近いものといえる。

結果と考察

種々の深度から得た褐藻における白色光，緑色光，青色光による光合成ー光曲線を

Fig.2に示す。曲線と光の量との関係については，生育場所が浅いものほど陽性植物的で

あり，深いものほど陰性植物的であるといえる。また曲線と光の質との関係に注目すると，

浅所産の 3種では，緑色光と青色光の曲線の弱光部分での勾配が白色光のそれよりほんの

わずかに低いが，深所産のアオワカメで‘は，そのような勾配の差がみられないことがわか

る。このことは深所産のアオワカメでは藻体に達した白色光，緑色光および青色光が同じ

効率で光合成に利用されるのに対して，浅所産の 3種では緑色光と青色光の効率が白色光

のそれよりわずかに低いことを示している。

Fig.3には各種における藻体の吸収スベクトルを示す。低潮線に生育していたワカ

メと 15mの深さに生育していたアオワカメとでは，両者の光環境の質的面でも箸しい差

があるにもかかわらず，藻体の吸収スペクトルにはほとんど差がみられない。イロロとオ

オパモクの吸収スベクトルはワカメなどとかなり離れた曲線を形成しているが，カラムタ

ロマトグラフィーによる分析の結果，これは各色素の単位面積当たりの含有量が全般に多

いことによるのであって，各色素の量比はあまりワカメなどと変らないことがわかった

(未発表)。

褐藻の浅所産の藻体と深所産の藻体との聞の吸収スベクトルあるいは色素の量比にお

ける差は緑藻や紅藻の場合に比べると非常に小さい。また褐藻の浅所産の藻体における白
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影山・横浜: 生育深度と掲藻の光合成

/shige sinico/a 

Sargassum ringgoldianum 

Undaria pinnatifida 

Undaria peterseniana 
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Fig. 2. Photosynthesis-light curves in four species of 
Phaeophyta under white， green and blue lights. 
Ishige was collected from the middle intertidal 
zone， Sargassum and Undaria pinnatijida from 
the low water mark and U. peterseniana from 

the 15 m depth. 
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Absorption spectra of living fronds of the 

four species of Phaeophyta. 

色光の効率と緑色光および青色光の効率との差は，緑藻や紅藻の浅所産の藻体におけるそ

れよりかなり小さい。緑藻および紅藻では深所産の藻体は緑色域における吸収の割合が浅

所産のもののそれに比べてかなり高く，色素の量比も生育深度によって著しく異ること，

ならびに，浅所産の藻体における緑色光の効率が白色光のそれよりかなり低いことなどは

前二報1，2)で報告した通りである。 これら緑藻および紅藻に比べて，褐藻では深度による

光の質の変化に対する色素組成および機能上の種聞の分化がそれほど進んでし、ないとL、え

よう。

Summarv 

Photosynthesis-light relationships and absorption spectra of living fronds 

were investigated for the following species of Phaeophyta growing in the coastal 

area of Shimoda， Izu Peninsu¥a: 

Ishige sinicola from middle intertidal zone 

Sargassum ringglodianum from low water mark 

Undaria pinnatifoJa from low water mark 

Undaria peterseniana from 15 m depth 

The depth differentiation of the photosynthesis-light curve was noticeable for 

these algae. The curve was， however， slightly differentiated according to light 
quality in the three species from the upper range， showing that green and blue 
lights were utilized by slightly lower e伍cienciesthan that of white light. Such 

color differentiation of the photosynthesis-light curve was not noticeable for 

Undaria peterseniana from the deeper range. 

The absorption spectra of ¥iving fronds of Undaria pinnat~βia and U. 

peterseniana were similar to each other regard¥ess of a large difference in habitat 

between them. 
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The above results except about the depth differentiation of the photosynthesis-

light curve are in striking contrast to those obtained in green algae1) and red 

algae2>. In these algae the absorption spectra of shallow-water species were 

remarkably different from those of deep-water species， and the color differentia-
tion of the photosynthesis-light curve was remarkable in the former but not in 

the latter. 
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